
平成３０年度第１回宇治市廃棄物減量等推進審議会議事録 

 

【日時】平成３０年４月１０日(火)午後２時から午後３時まで 

【場所】うじ安心館 ３階大ホール 

【出席者】 

 委員 ：郡嶌会長、嶌副会長、池上委員、渡辺委員、岸委員、池田委員、内良委員、 

安井委員、佐脇委員、栗山委員 

 事務局：澤畑担当部長、井澤副部長、吉田課長、妹尾副課長、竹中島係長、中村主任、 

大浦主事 

【概要】以下のとおり 

 

（開会） 

●山本市長挨拶 

●委員の紹介 

●事務局の紹介 

●会長及び副会長の選出（郡嶌委員が会長、嶌委員が副会長に選出） 

●会長挨拶 

●副会長挨拶 

●諮問 宇治市第３次ごみ処理基本計画の策定について 

●議事進行（議長：郡嶌会長） 

●「宇治市廃棄物の減量及び適正処理等に関する条例施行規則」第９条第２項に基づく、委

員の過半数の出席により本会議が成立していることの確認・報告（事務局） 

●「宇治市審議会等の会議の公開に関する指針」及び「宇治市廃棄物減量等推進審議会 会

議傍聴に関する要項」に基づく公開で進めることの確認（会長） 

●報告①「宇治市の清掃事業の現状について」 

  （事務局説明） 

    ○宇治市の清掃事業の現状を資料にそって説明。指定ごみ袋制導入時の答申にお

いて、当面は単純指定袋制によるとしたが、有料指定袋制については、将来必要

な時期に改めて導入を検討するとしており、今後の議論をお願いしたいと説明。 

  （質疑・応答） 

会  長：野心的な第２次基本計画に比べますと中々目標の達成までは行ってなくとも、か

なり近いところまで頑張ったと、私も成果が出ていると思います。近年に比べて、

減量化率少しずつ緩やかになってきて、安定しているかに見えます。個別に見て

いきますと、小型家電、乾電池の回収量が増えてきているのに対して、減ってき

ている物もあるので、少し取り組まないといけない重点的な物もあるかと思いま

す。特にプラスチックの問題というのが非常に本質的な大きな問題になっており



ますし、それから国の関係でいいますと、伊勢湾サミットの時に富山県で開かれ

ました環境大臣会議、その中でＥＵが提案しました「食品ロス」の問題ですね。

これは食べ残しって言ったらいいですか、まだ手付かずのままの食品が様々な所

から出てきている。それをどういう形で有効活用するかという食品ロスの問題で

あるとか。あるいはですね、宇治市には関係がございませんが、プラスチックと

いうくだりでは関係するのですが、海洋汚染の中でのプラスチックごみが多いと

いうことで、プラスチックのですね、使用量そのものをどういう形にするのか、

ヨーロッパではかなりプラスチックに対する姿勢も出てきていますけど、これを、

我が国としてどう取り組んでいったら良いのかという課題、問題になるだろうと

思います。それとですね、前回の中で持ち越しとなっております、有料指定袋制

の問題。これについても少しは、この審議会の中で議論して行かなければいけな

い。大雑把に言うと、そういう形の取組みが求められるのであろう思います。何

かご指摘、この辺りが抜けている、あるいは、こういうこともあるのではないか

ということで、ご質問がございましたらよろしくお願いしたいと思います。 

委  員：今、良くわからないのですけど、処理の実績ということで、燃えるゴミ、燃えな

いゴミと表があるのですけど、ゴミの総量そのものが減っているのかどうか分か

らないのですけど。色んな取組みによってゴミの質というか、内容が、右から左

へ移って総量として減っているのか、減っていないのかその辺が疑問だったのが

一点です。もう一つはさっきの生ごみの堆肥化容器等の購入費ですか。これ 30年

度から廃止というのを、僕も地方紙の新聞を読んで知っていたのですけど、なぜ

この時期にこれが廃止になったのか、その辺の理由をちょっと少し教えていただ

きたいなと思います。 

事 務 局：まずはごみの総量のところなのですけれども、色んな集計の仕方がございまして、

概ねちょっとずつ下がってきているかなというところでございます。これにつき

ましては、第３次の計画を出すと時に、正確な数字を綺麗にして出していきたい

と思いますけれど、少しずつは下がっていると。なぜそう言う言い方になるかと、

大きな意味では、古紙がございますね。今は市が収集せずに、普通の古紙回収業

者が回収し、業者のルートで流れている部分がございまして、それが集団回収に

なると市にカウントされる。そうすると総量として増える部分がございます。そ

のことを考えながら、全体を平成 10年ぐらいから 20年間ほど見てみると、だい

たい少しずつ減少傾向と、たぶん全国的にも、産業でも、ごみを減らしていく方

向でありますので、減っているのではないのかなと思います。それから、生ごみ

処理機の話しですけども、私も実は、第１回、第２回、平成 10年頃の審議会に参

加しておった人間でございますが、その頃の処理機の補助実績は 20件とか 30件

しかなかったのですけど、途中で 100件、200件、300件とか申請がありました

が、それ以降少しずつ減っていった状態もございます。この事業については見直



しを行い、30年度で廃止となったところでございます。 

事 務 局 ：少し補足を。生ごみ処理器補助制度でございますが、平成 12 年度に補助実績

301 件というピークをむかえておりましたが、その後、補助制度をずっと続ける

ことによって、近年の申請件数は 10 分の 1 程度と大きく減少しておりまして、

一定役割を終えましたが、市民のリサイクル意識の高揚、啓発には非常に有効な

補助制度であったのであろうと思っております。次の第３次に向かうにあたって、

次の新たなステージのこうした施策というものを考えていかなければいけない

だろうということもございまして、この後また説明させていただきますが、環境

教育でございますとか、出前講座、また段ボールコンポスト講座というものです

ね、手軽に市民の方が実践できるような、そうした体験型の事業等も今後取り入

れて、提案もさせていただければというふうに思っております。 

委  員：1ページのリサイクル率に関連して。優先順位でいけば減量化の方が多分高いと

思うので、リサイクル率を必ずしも高くすることが良いとは言えないと思います

けれど、その目標が基準年度に比べて逆に下がってきてしまっているのはどうい

うことなのかということと、リサイクル率にカウントする、リサイクルの内容を

ちょっと教えていただければと思います。これが一点目でして、二点目に、草木

の量、６ページの草木類のけっこう伸び率が高いのですけど、24年と比べて 2倍

までとはいきませんが、8 割増しぐらいになっていますので、伸び率が高いとは

思いますが、基本的にはやっぱり剪定ごみだと思いますが、それがこう増えてい

るのか教えていただきたいのと、それこそ草木類であればもう少しリサイクルの

可能性っていうのがあるのではないかと気がしないかと思っています。それから

次の課題になるかと思うのですけど、ごみの有料化の状況の京都府の府下の市町

村の一覧表の比較表がございまして、全般的に北の方、北部の方がかなりきつく

て、有料化が多いという特徴が見られるのですけど、どちらかと言うと、北の方

が財政的にあまり、豊かとはちょっと言いにくい状況ってことで、有料袋制度を

入れてきているということとか、その辺について事情みたいなのがあるのか、も

しご承知のことがあれば教えていただきたいと思います。 

事 務 局：私どもが実際にこの表を見た感じ、まずリサイクル率でございますけど、これだ

けリサイクルは頑張っています、という私の認識なのですが、数字としては落ち

てしまっているのは事実でして、これは何故こうなっているのかっていう分析

が追いつかなかったので、これは次の時までには分析したいと思います。ちょっ

とやってみたのですけど、古紙とかあたりでは、重さベースで行くのか、容積ベ

ースで行くとかあるのですけど、基本は重さベースなので、古紙とかが影響して

いるのかなと思いますが、ちょっと今、きっちりとした分析をしていませんので、

これも次までに整理させていただきます。それから、ゴミ質調査の中の草木類な

のですけども、こちらも組成分析をやりました時期を含めて確認したいと思い



ます。というのは、草木類は夏の時期、5・6・7・8・9・10月ぐらいまでに集中

しますので、この時期に組成分析をするとたぶん上がるのかな、といったことも

ありますので、本当に増えているのかどうかということを含めてちょっと確認

させていただきたいです。有料化の状況、これはいちばん最後に参考程度につけ

ていたものでございます。確かにこれは北部の方が進んでいるわけでございま

す。もしかしたらですけど、人口密度というか、家の密度が薄いと収集コストが

上がりがちになります。そういったこともあるのかな、と思うのですけども、何

故こうなったのかというのはすぐに分からないです。ただ例えば、乙訓とか城南

とかの辺りで、施策というのは、どっか近くの市町村を参考にして付いて行くこ

ともありますので、お隣がやったからかなとか、そういった影響もあるのかと思

います。すみません。答えにはなっていないかもしれませんけど、ご容赦いただ

きますようお願いいたします。 

会  長：木津川市ですね、去年の 12月に議会で有料化することが決定されていますので、

恐らく、南の方では少し動きが始めたのかなという気がします。京田辺市はです

ね、可燃ごみ、不燃ごみ、資源ごみではございませんけど、粗大ごみのところで

有料化をされております。昨年か、一昨年からの始めかぐらいです。したがって

個別の中で少し違うが、少しずつ南部でもいよいよ有料化の議論が、導入が、始

まっているように思われます。 

他にございますでしょうか？また後で振り返ってこともあると思いますので、

次のご説明の方にお伺いしたいと思います。報告の 2としましては、宇治市の環

境教育の取組み状況についてってことで先程少しお話をされていましたけど、こ

こについてご説明の方をよろしくお願いします。 

●報告②「宇治市の環境教育の取り組み状況について」 

（事務局説明） 

    ○パワーポイントを使って環境教育について説明。小学校や保育所、幼稚園にごみ

減量やリサイクルの大切さの伝えるために実施。 

会  長：これについてのご質問等ございましたらよろしくお願いしたいと思います。いわ

ゆる子供の時からですね、ゴミの問題について考えてもらおうという形で展開

されておる環境教育の一環としてされておるという基本教育です。 

委  員：今、初めて現場の様子見せていただいてすごいなって思ったのですけど、昨年小

学校は 21校行かれているのですか。 

事 務 局：はい、行っておりまして、小学校の場合、大規模校ですと一日だけではなく二日

間実施したというのもあります。 

会  長：これを切っ掛けに、それぞれの学校で具体的に何か、ゴミの分別なりですね、あ

るいは給食の中で、食品ロスを減らそうとか、そういった形の取組を紹介されて

いる小学校とか出てきましたか。 



事 務 局：実は、そちらに繋がってきておりまして、食品ロスの関係で食べ切りの環境教育

というのを進めております。 

事 務 局：去年度と一昨年度に給食から出るゴミ、食品ロスを減らそうという国のモデル事

業に応募等させていただきまして、給食を職員と一緒に食べることで、給食の食

べ残しを減らすという取り組みをしております。今年度は一週間、職員と児童が、

クラスで給食を食べまして、終了後に食べ残し量の計測、ゲームを行ったりして、

食品ロスについての学習会っていうのを実施予定になっております。 

会  長：市で取り組まれておりますペットボトルキャップですね、それを小学校等で集め

るとか、アルミ缶は有料で回収されますので、アルミ缶だけを集めて学校の教材

の購入のための資金の一部にとか、そういったことの取組みは。 

事 務 局：今の所はそういった学校での取組はありません。 

事 務 局：昔はペットボトルキャップはやられていたのですけど、最近あまり聞かないです。 

会  長：例えばそういう実践に繋がっていけば良いですね。どこどこの学校はこういう形

について取り組んでいる。あるいはどこどこの小学校はこういう取組みが出てき

ているというような形で出てくれたら、教育委員会も含めた形で取り組みがなさ

れると思いますね。 

他にございますでしょうか。 

委  員：小学校、保育園、幼稚園、40の内 30でまだ全部じゃないということですね。公

立と私立があると思うのですけど、公立は全部ＯＫですね。 

事 務 局：公立は全部行けていますけど、私立は全てではないです。 

委  員：非常に教育関係に面白そうな取組で良いな、と思ったのですけど、時間的にどの

くらいの長さでやられているが一つと、学校給食の食べ切りというところで関連

しまして、提案というほどではないですが、こんなのはどうかというなんですけ

ど、私が農学部ということもありまして、どうしても地場産の物を食べてもらう

という、地場産の学校給食で、地場産の物を食べてもらうというのを推進してい

ますので、地場産の時の食べ切りの量と、そうじゃない時の食べ切りの量を、も

し比較できたら面白いなっと、で、近くで作っている、おじいちゃん、おばあち

ゃんが作っている、お父さん、お母さんが作っているのを食べるというのが、し

っかり食べるじゃないのかなというのを、よく言われていますので、その辺が実

証出来て、さらにその割合を増やしていくというのをやってもらえたらなと思い

ます。 

会  長：これはかなり面白い、ユニークな取組みだと思います。城南衛生管理組合全体で

はないのですね。 

事 務 局：宇治市ですね。 

会  長：ぜひとも率先的に城南衛生管理組合全体に、このようなマニュアルみたいな作っ

てですね、広げたらいいのですけど。いい取り組みだと思います。 



事 務 局：一番目の質問なのですけど、基本的には一時間ずつ、屋内一時間、屋外一時間の

計二時間でやっております。次の学校給食の件なのですけど、地場産かどうかは

把握できていないんですけど、メニューによって食べ残し量はかなり変わってき

ております。地場産かどうかも含めて研究してまいりたいと思いますので、よろ

しくお願いいたします。 

会  長：ほかにございますでしょうか。よろしゅうございますか。今後は中学校に広げら

れるという、予定としてはどういった形の講座を考えておられますか。 

事 務 局：先程の小学校の授業とはまた別のものとなりますので、一度概要的には考えてい

る途中でありますけど、食品ロスを取り組んだり、グループディスカッションと

いうのを取り組みながら、実践して行きたいなと思っております。 

会  長：科学的な実験みたいなのは。 

事 務 局：実験もやっていきます。 

会  長：はい、ありがとうございます。ぜひともこれは推進の方向で計画の中に取り込み

たいと思います。また、お伺いすることがあると思いますがよろしくお願いいた

します。 

よろしゅうございますか。そしたらですね、市長から諮問いただいております、

第３次の基本計画につきましてどういう風に取り組んでいったらいいのか、その

ための基本的なご説明をお願いしたいと思います。議題「第 3次ごみ処理基本計

画の策定にむけて」ということで、事務局からご説明をよろしくお願いしたいと

思います。 

●議題①「宇治市第３次ごみ処理基本計画の策定にむけて」 

   （事務局説明） 

    〇第３次ごみ処理基本計画について、スケジュール等の説明。 

     （素案の完成 7 月頃を予定。8 月開催予定の審議会の場で委員へ提示する考え。

素案についてパブリックコメントを実施。） 

会  長：今ご説明がありましたように、ごみ処理基本計画につきましては、廃棄物処理法

の中で、地方自治体に対してある意味義務付けされているといいますか、これを

作っていないと、場合によってはいろいろな所から行政に対して不服の訴えがあ

りまして、その時に基本計画ができているかどうかが、非常に大きな裁判の中で

も大きな役割を果たしていると思います。宇治市におきましても、一次、二次と

作ってきましたけど、今度は第三次ということで、十年計画の中で廃棄物処理計

画を作りたい。その国の方も、一応それに限る必要はないのですけど、だいたい

どういうことを盛り込みなさいという形の例示をしております。基本的にはそれ

に基づきながら、宇治市の場合も作られております。たとえば宇治市の概況ある

とか、地域概況であるとか、地理的な問題はそんなに変わるものではないので、

こういう所は、ある意味では人口が少し変わってきていますので、こういう数値



の変化については、確認をするという形をしながら、基本的にどういう風に我々

が諸計画を立てていくのか、そのことについて施策を中心にしながら皆様方と議

論することになるだろうと思いますので、よろしくお願いしたいと思います。基

本的には、ここに網羅されておりますような形のごみの減量化目標とか、行動計

画であるとか、そういうことに基づいて、どういう形でリサイクルするとか、あ

るいはですね、処理する、そういうのを運用する時に、市にとって合理的な計画

であるかどうか、そういうことを勘案しながら、皆様方にご意見をいただくこと

になると思います。何かこれにつきまして、それから先程少しスケジュール的な

こともお話になりましたが、今年度中ですね。一応答申をするということは、そ

ういう理解とかなり急いだ形になると思いますけども、基本的に先程おっしゃい

ましたように、基本計画の必要なデータであるとか、数値類ですね、基本的な、

そういうことについての精査をした上で、それが整ってくるのが 7月頃になりま

すので、次回は 8月ということで、それに基づきながら少し素案を作っていただ

いて、その中に我々の意見を盛り込むという形で中間的な案ができましたら、そ

れをパブリックコメントにかけて、そして、市民の皆様方にご意見を伺いながら

最終的な計画を策定して、市長の方へ答申するという形のスケジュールになろう

と思います。いかがでしょうか。よろしゅうございますか。 

委  員：質問なのですけれども、今スケジュール的なことの確認が出来たのですけど、こ

の素案を作るのは、宇治市、行政で作るのかコンサルも一部入るのか、その辺を

お聞きしたいのですけど。というのも、コンサルが入りましたら、どうしても金

太郎アメみたいにどこを切っても、京都のどこかしらない、兵庫県のどこかしら

ない所と同じことになると思いますので、そのあたりの考え方をちょっとお聞き

したいと思いまして。 

事 務 局：コンサルは入らずにやっていきます。データにつきまして、城南衛生管理組合の

物も一部いただくことになります。 

会  長：おっしゃるとおり、コンサルを入れると、どこを見ても金太郎アメでして、少し

変わっているのは、人口であるとか、そういう形で中々ですね、そういう面では

独自なものが出来ませんので、ここも審議会ですので、市民の皆様方のできるだ

けの総意をですね、見識というのを盛り込んでいきたいと思いますので、よろし

くお願いをしたいと思います。 

他にございますでしょうか。それ以外にもし審議会の中でこういうことがあるの

ではないかという形での意見がございましたら、皆様方のご意見いただければと、

元々思っていたのだけども審議会はこういうこともやるのではないかというの

も含めて、もしも、ご意見ご要望がございましたら。よろしゅうございますか。

はい、ありがとうございます。それではですね、本日予定されておりました審議

内容につきましては、全て終わりましたので、以上を持ちまして本日の審議会を



終了させていただきたいと思います。 

 

 

（終了） 


